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令和７年７月９日 

 
福島大学附属幼稚園の閉園について 

 
福島大学附属幼稚園は、「教育学部附属幼稚園」として昭和 41（1966）年４月に開

園して以来、59年にわたって福島市内の幼児教育を担うとともに、福島大学の幼稚園

教諭を志望する学生の実習園として、幼児教育の専門人材を輩出してきました。また

地域における研修機能を引き受け、福島県の幼児教育をリードするモデル園としての

役割を果たしてきました。 

しかしながら、国立大学法人としての機能強化・発展、少子化や本学の財政状況を

踏まえた全学再編により令和９年度に発足する予定の教育学部（仮称）では幼稚園教

員養成を行わないこととしたため、附属幼稚園の教育実習園としての役割は終わるこ

ととなりました。加えて県内の少子化の影響、社会のニーズの変化等を総合的に勘案

し、附属幼稚園の継続運営が困難であるとの判断に至り、令和 10 年度をもって園児

の募集を停止し、令和 12年３月末に閉園することを決定いたしました。 

 これまで附属幼稚園は研究公開等を通じて、福島県内の幼稚園教員の研修機能を担

ってきました。閉園後も本学の幼小連携を専門とする教員が、福島県の幼児教育の振

興に引き続き役割を果たしていきます。 

 

○検討の経緯と今後のスケジュール 

令和７年３月 18日 第 430回教育研究評議会 審議・承認 

令和７年３月 18日 第 136回経営協議会 審議・承認 

令和７年３月 31日 第 695回役員会 審議・承認 

令和８年４月  人間発達文化学類最終学年学生受け入れ 

令和９年４月  教育学部（仮称）学生受け入れ 

令和９年４月  新入園児最後の受け入れ 

令和 10年度  募集停止 

令和 10年度  人間発達文化学類最後の教育実習受け入れ 

令和 12年３月  人間発達文化学類最終学年卒業 

令和 12年３月  最後の卒園 

令和 12年３月  閉園 
 

（お問い合わせ先） 

学長室 大学改革推進係 

電 話：024-503-1879 

メール：daigakukaikaku@adb.fukushima-u.ac.jp 



福島大学附属幼稚園のあゆみ

沿革

1966（昭和41）年4月：福島大学教育学部附属幼稚園設置

1967（昭和42）年4月：４歳児、５歳児２学級編成開始

1984（昭和59）年3月：附属幼稚園園舎を新築・移転

1993（平成05）年4月：３歳児１学級増、３年保育開始

1998（平成10）年3月：幼児教育センター室落成

2005（平成17）年4月：全学再編、福島大学附属幼稚園となる

2008（平成20）年4月：収容人員30人×３学級に改訂

園児数（2025.5.1現在）

入園定員：30名（総定員90名）

３歳児：18名

４歳児：24名

５歳児：21名

合 計：63名

研究活動に対する評価

2012（平成24）年：福島大学附属幼稚園、大宮勇雄他著

『子どもの心が見えてきた』（ひとなる書房,2012年）
が日本保育学会保育学文献賞を受賞

2018（平成30）年：ソニー幼児教育支援プログラム 奨励園

2019（令和元）年 ：同プログラム 最優秀園

地域貢献

⚫ 附属幼稚園長が福島地区国公立幼稚園・こども園会会長等として各種研
修会（主題研修会、保健指導法研修会等）の運営に参画

⚫ 附属幼稚園長が優秀PTA選考会議、福島県麻しん・風しん対策検討部会、
福島県地域家庭教育推進協議会等の委員として参画

⚫ 年に数回、保育公開を行い、研究成果を地域の幼児教育関係者に還元

教育分野での貢献

⚫ 福島大学の幼稚園教諭を志望する学生
の実習園として専門人材を輩出

⚫ 学生の卒業研究および修論研究へ協力

福島大学附属幼稚園
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